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附属高等学校天王寺校舎 



１ 附属高等学校天王寺校舎の現況 

(１) 学校名 

大阪教育大学附属高等学校天王寺校舎 

(２) 所在地 

大阪府大阪市天王寺区南河堀町４−８８ 

(３) 学級数・収容定員 

１２学級(１学年４学級) 収容定員５０４人(１学級４２人) 

(４) 幼児・児童・生徒数 

４８９人 (男子２４８人・女子２４１人) 

(５) 教職員数 

校長(併任) １人，副校長 １人，主幹教諭 １人，指導教諭 ０人，教諭 ３２人(うち，臨時的雇用８人

，育児休業２人，再雇用職員３人)，非常勤講師 １２人 

事務職員 ３人(専任１人，事務補佐員２人)，臨時用務員(用務員) ２人，臨時用務員(調理師) ０人 

２ 附属高等学校天王寺校舎の特徴 

本校は，開校以来附属天王寺中学校とともに６年一貫教育の研究，実践を続けてきた。また，平成２７年

度ＳＳＨ第２期の指定を受け，現在ＳＳＨの目的にそった教育研究を継続している。 

生徒の自主性を重んじ，多様な経験と活発な議論を通じて，時代を問わず通用する生きる力と，自律的に

責任を持って行動する力を育てることを目指している。 

３ 附属高等学校天王寺校舎の役割 

（１）大阪教育大学と一体となって，教育の理論と実際に関する研究を行うこと。 

（２）本学の教育実習機関として，実習生を随時受け入れ，適切な指導を行うこと。 

（３）教育に関する理論を研究し，教育実践に役立てること。 

（４）本学が行う現職教員の再教育の一端を担うこと。 

４ 附属高等学校天王寺校舎の学校教育目標 

●正義を愛し，真理を追究する旺盛な向学心をもち，透徹した判断力を養う。 

●強固な意志をもち，頑健な心身を育て，自主的・積極的な実践力を身につける。 

●他人を愛し，自然の恵みに心寄せる豊かな感性を育てる。 

●社会の一員となるための，責任感・遵法・奉仕・協調の精神を養う。 

５ 附属高等学校天王寺校舎の学校教育計画 

１．生徒の学力と，「生きる力」を育てる活動を，各教科・分掌で工夫し，実践する。特に，自治会やホームル

ーム等の集団における生徒の自主性と主体性に基づく諸活動を活用する。 

２．生徒の活動を支えるための，教育環境を整備・充実させるともに，生徒の将来に向けた進路選択と実現に向

けた取り組みを行う。 

３．学校独自の取組を通してカリキュラム全体の充実を図り，教育研究・教育実習・生徒指導の各領域における

成果を発信する。 



６ 附属高等学校天王寺校舎の平成２８年度 重点目標(評価項目)，具体的な取組内容(評価指標)・評価結果 

 

 

評価の基準 自己評価 学校関係者評価 

 Ａ 高いレベルで達成できた Ａ とても適切である 

 Ｂ 達成できた Ｂ おおむね適切である 

Ｃ 一部達成できなかった Ｃ あまり適切でない 

Ｄ ほとんど達成できなかった Ｄ 適切でない 

  Ｅ 判定できない 

 

学校教育目標 

●正義を愛し，真理を追究する旺盛な向学心をもち，透徹した判断力を養う。 

●強固な意志をもち，頑健な心身を育て，自主的・積極的な実践力を身につける。 

●他人を愛し，自然の恵みに心寄せる豊かな感性を育てる。 

●社会の一員となるための，責任感・遵法・奉仕・協調の精神を養う。 

学校教育計画 
１．生徒の学力と，「生きる力」を育てる活動を，各教科・分掌で工夫し，実践する。特に，自治会やホームルーム等の集団における生徒の自主性と主体性に基づく諸活

動を活用する。 

 

本年度の重点目標 

(評価項目) 

具体的な取組内容 

(評価指標) 

自己点検評価 学校関係者評価 学校関係者評価を踏まえ

た改善策 達成状況 改善点 評価 意見・理由 評価 

・生徒の学力向上

と，自律的な学習・

生活習慣の確立を進

める。 

・互いの個性と能力

を尊重する態度を育

成し，個々の力量を

十分に発揮させる。 

生徒が主体的･能動的に活動
できる課題設定を行い，基礎を
固めたうえで表現，相互評価で
きる学習集団を作る。（国語） 

 主体的・能動的な活動のための
課題設定を行えた。表現，発信の
場も設けることもできた。 

 基礎の定着と，主体的･能動
的な課題設定とのバランスの
取れた取り組みを進める必要
がある。 

Ａ 

特になし 

Ａ 

特になし 

思考の言語化と共有を通じて
他者の価値観に触れる機会を増
やす。（社会） 

 探究活動，レポート，発表等の
活動を発達段階に応じて取り入れ
た。 

分野によっては発表の機会
が十分でなかった。 
他者の意見と自分の意見を

重ねる活動が不十分だった。 

Ｂ 

特になし 

Ａ 

特になし 

自立的な学習をすすめるため
の工夫を教員間で共有する。（
理科） 

 「学びの自立を目指す評価の工
夫と改善」というテーマで，小中
高研究部会等の場で議論した。 

 日常の教科会での議論が十
分できておらず，教科会の活
用方法の工夫が求められる。 

Ｂ 
特になし 

Ａ 
特になし 

ドロップボックスの活用をす
すめるとともに，集団活動の中
で相互に認め合う環境を作る。
（芸術） 

 ドロップボックスの活用は全学
年で行った。自発的な活動につな
がった。協働的な活動を積極的に
取り入れた。 

 専任教員と非常勤教員との
指導方法や内容を統一する。 

Ａ 

ドロップボックス
使用について意図
の説明が不十分で
はないか。 

Ａ 

ドロップボックスのイン
ストールに際して，目的
や使用について丁寧に説
明する。 

ペアワーク･グループワーク
を積極的に取り入れ，生徒の自
立的協働を促す。（英語） 

 ほぼ毎回の授業で協働的活動を
取り入れることができた。家庭学
習も習慣化で来た。 

 さらにクラス全体が互いに
学びあう仕組みや環境を工夫
する。 

Ａ 
特になし 

Ａ 
特になし 



自治会行事の実行を筋道立て
て行わせる中で，自主自律に根
ざした集団作りを意識させる。
（生指） 

生徒の現状に合わせた指導はで
きた。 

議論をする時間を確保する
ことと，生徒の議論の場面に
おけるサポート体制の確立が
必要である。 

Ｂ 

形式的な議論で時
間がとられすぎと
の意見がある。 

Ａ 

議論の内容を充実させる
ための働きかけをさらに
工夫する。 

 実力テスト，外部模試などを
活用して進路への目的意識を育
てる。（進路） 

予定通り実施できた。  模試のメリットをさらに周
知し，３年生の活用状況を向
上させる。 

Ｂ 
特になし 

Ａ 
特になし 

 

 

学校教育目標 

●正義を愛し，真理を追究する旺盛な向学心をもち，透徹した判断力を養う。 

●強固な意志をもち，頑健な心身を育て，自主的・積極的な実践力を身につける。 

●他人を愛し，自然の恵みに心寄せる豊かな感性を育てる。 

●社会の一員となるための，責任感・遵法・奉仕・協調の精神を養う。 

学校教育計画 ２．生徒の活動を支えるための，教育環境を整備・充実させるともに，生徒の将来に向けた進路選択と実現に向けた取り組みを行う。 

 

本年度の重点目標 

(評価項目) 

具体的な取組内容 

(評価指標) 

自己点検評価 学校関係者評価 学校関係者評価を踏まえ

た改善策 達成状況 改善点 評価 意見・理由 評価 

・将来の目標を見据

えた進路意識を高め

させ，その実現に向

けた支援を行う。 

・生徒と教員が協働

して健康と安全を意

識した教育環境の整

備を図る。 

老朽化した体育施設の補修や
器具の安全チェック等を行う。
物品管理や整理に留意する。 
（保健体育） 

 数箇所の体育器具庫を中心に物
品管理，整理整頓を徹底した。 

 多くの施設に見られる経年
によるいたみについて，安全
点検を継続的に行う。 

Ｂ 

特になし 

Ｂ 

特になし 

調理室や被服質など，衛生･
安全に配慮した環境整備を進め
る。（家庭） 

家庭科調理室の大改修を行い，
安全，衛生的な授業･実習環境を
整えた。中学での４０人一斉の調
理実習が可能となった。 

改修した施設を活用して，
授業や行事等の活動の充実を
図る。 

Ａ 

特になし 

Ａ 

特になし 

必要な進路情報の伝達を徹底
し，生徒の適性に応じた進路指
導を行う。（進路指導） 

 ＨＲ，保護者集会，進路講演会
等を活用し，進路情報の普及を進
めることができた。 

 担任と進路部とで生徒の進
路希望情報をより共有できる
仕組みを作る。私学受験数が
増えている中で，適切な出願
についての情報を普及する。 

Ａ 

特になし 

Ａ 

特になし 

 ＰＣ等の充実をすすめ，ＩＣ
Ｔ機器を用いた活動環境の整備
を図る。（庶務） 

 中学技術室のＰＣを更新した。
不要な機材や周辺機器の廃棄を進
めた。 

 ＰＣやiPadの台数が増えた
ため，管理が難しくなってい
る。教員のメインテナンス技
術を向上させる必要がある。 

Ｂ 

特になし 

Ａ 

特になし 

 

 



 

学校教育目標 

●正義を愛し，真理を追究する旺盛な向学心をもち，透徹した判断力を養う。 

●強固な意志をもち，頑健な心身を育て，自主的・積極的な実践力を身につける。 

●他人を愛し，自然の恵みに心寄せる豊かな感性を育てる。 

●社会の一員となるための，責任感・遵法・奉仕・協調の精神を養う。 

学校教育計画 ３．学校独自の取組を通してカリキュラム全体の充実を図り，教育研究・教育実習・生徒指導の各領域における成果を発信する。 

 

本年度の重点目標 

(評価項目) 

具体的な取組内容 

(評価指標) 

自己点検評価 学校関係者評価 学校関係者評価を踏まえ

た改善策 達成状況 改善点 評価 意見・理由 評価 

・附属校として求め

られる研究テーマを

設定し，その取組と

成果を発信する。 

・生徒の対外的な成

果発表を支援する。 

「学びの自立を目指す評価の
工夫と改善」を学校研究テーマ
として設定し，教育研究会や研
究集録を通じて情報発信する。 
（研究） 

左記テーマで外部講師を招いた
アクティブラーニングに関する研
修会や協議を行い，その成果を中
高教育研究会で発表した。442名
の参加者があった。 

 研究テーマが教育研究会の
ためのものにとどまり，日常
の研究や実践に深くつながる
ところまでは進んでいない。
公開授業や授業参観も充実さ
せる必要がある。 

Ａ 

特になし 

Ａ 

特になし 

天王寺中高の学習指導･生徒
指導を６年間見通したものとし
て内外に提示する。（教務） 

 中高それぞれの学校案内の内容
はより現状を反映したものとなっ
ているが，中高全体の案内は作成
できなかった。 

各教科や校務分掌で中高全
体の指導内容を再確認し，学
校案内の改定に向けた作業を
行う。 

Ｃ 

中高一貫の工夫は
現状でも十分にさ
れている。 

Ｂ 

特になし 

アクティブラーニングの実践
に向けて教科全体で取り組む。 
（国語） 

 国語科としてどのようにアクテ
ィブライニングが実践できるか検
討･実践し，教育研究会で発表し
た。また大学－附属研究交流会で
も発表した。 

国語科としての取り組みの
可能性を検討し，さらに取り
組む。 Ａ 

特になし 

Ａ 

特になし 

大教大数学会での研究，実践
を進める。数学オリンピックや
ＳＳＨ発表会への参加を支援す
る。（数学） 
 

 大教大数学会研究発表会に参加
発表した。教育研究会でも発表し
た。数学オリンピック，マスキャ
ンプへの参加，サイエンスデーで
の発表を支援した。 

 アクティブラーニングへの
取り組みが不十分。課題研究
の指導法についてもさらに研
究が必要。 

Ｂ 

特になし 

Ａ 

特になし 

学校設定テーマでの研究発表
を行う。自由研究・ＳＳＨ課題
研究での指導を充実させる。研
究発表への支援を行う。 
（理科） 
 

教育研究会で研究授業･発表を
行った。事前の授業公開をつうじ
て，教員間の相互理解と協議を深
めることができた。 
課題研究については理科として

積極的にかかわれた。 

 様々な行事での生徒の活動
をサポートすることができた
。しかし日常的な教科指導に
ついて十分に協議できていな
い。 

Ａ 

特になし 

Ａ 

特になし 



年２回の発表会や作品発表の
場を通じて，生徒が成果を認め
合うことをすすめる。また，研
究成果を定期的に発信する。 
（芸術） 

アクティブラーニングをテーマ
とした研究発表を行い，大きな反
響を得た。音楽雑誌に実践報告し
た。 

中高の連携を強め，生徒の自
己実現に向けた取組みを進め
る。 
 

Ａ 

特になし 

Ａ 

特になし 

自治会活動の取組みや成果に
ついて外部の研究発表会で発信
する。（生指） 

附高祭を題材にして自治会活動
の成果について発表した。 

 研究発表での討議を参考に
しながら自治会活動のあり方
を再検討する。 

Ｂ 
特になし 

Ａ 
特になし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





 


